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この度 「国産材活用によろ地方倉生 トップセミナー 1を

東京都港区で開催致 します。

日本は世界有数の森林国でありながら、本材の自給率は3害 J

Ft度 に留まっているのが現1■です。地域の本
tiを

活用し、日本

の構業を復活させることは、環境面のみならす地方創生 .
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会の形成において非常に有効 です。
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長11=下 i=で 実現可言,と な‐っています。

本セミナーて :よ 、 Fr‐ 菱材の先:=的 活籠事

`し

をl114石 介致 しま

す。難非こtl織会におT~し 頂きたく、こ峯角「iD Iノ Lけ ますっ

:■ ■チ、日本オく亡lli火 建築■会

■■

'、

11野庁

■11“ 本政帝

`■
■行.東北|=社■ :ザ

一一
″一
一・一一．

一
一
一

・．・

|‐●.■1111機ヽ

1囃蜀巡
11‡ || :福l

事,1ヨ

1¬ 13う014 彙京都渚区■● ::1う  t三嚇■ :夕 :

「:L 03 630' 1510  「AX I= 43()|-1501
睦■■_  |
,W爾 無Okttt農 :konの「,P



一般社団法人日本木造耐火建築協会は、耐火木構造部材、及び同部材を用いた「中高層・大規模木造建築」の普及を通して、

本造建築のマーケットを広げ、森林整備を進め、地域産 (国産 )木材の需要拡大、雇用の拡大、地域経済の活性化に資することを

目的としています。

日本の森林蓄積量は年々増加し続けており、戦後の拡大造林

で植林 した木々は伐採期を迎えています。しかし、年々増え

続ける材積量に対し、年間伐採量はまだまだ少なく、国産材が

占める害」合はEII内 の木材消費量全体の 3害」程度に留まっている

のが現状です。木造耐火技術の確立により、規模または用途上、

鉄筋コンクリー ト造や鉄骨造でしか建てられなかった建物が

本造で建築可能となったことで、新しい市場の創出につながり、

地域産 (国産 )本材の需要拡大、人と環境に優しい街並みの

実現が期待されています。
C02の 固定化

人と環境に優しい街並みの創出

第一部 セミナー受付開始

主催者挨拶

基調講演 「(仮 )日本の森林資源を活用した地方創生」
前林野庁長官 今井 敏 様

基調報告 「(仮 )大規模本造建築がもたらす地域経済効果」
株式会社日本政策投資銀行 東北支店長 佐野 成信 様

基調報告「(仮 )大規模木造庁舎の建設について撃
山El県長門市長 大西 倉雄 様

基調報告「(仮 )地域産木材活用の実際」
一般社団法人日本木造耐火建築協会 理事 安達 広幸

終了 .交流会参加の方は移動

2018年 2月 16日 (金)会 場 :TKP赤坂駅カンフアレンスセンター (東京都港区赤坂2丁 目14-27国 際新赤坂ビル 東館)

[第一部 セミナー]14:30～ 17:30 参加費 :無料  [第二部 交流会]18:00～ 19:30 参加費 13,000円

※東京メトロ千代田線 赤坂駅 5a出 回、

【事前申込制]お申し込みはHPま たはFAXにてお願い致します。
※HPへは右言EQRコ ードからアクセス頂けます。
※受付締め切り後、請書を順次発送致します。
X交流会の参加費椰,000円 )は当日受付にて預戴致します。      '

囮 2月 13園 (火 )

(―社)日本木造耐火建築協会

FAX 03-6809-4501

お申込み
第一部 セミナーのみ参カロ ・ 第二部

(参加費 :無料)     (参 加

贅団体名

氏 名

ご住所 一Ｔ

丁EL FAX

交流会のみ参加

費 ,3,000円 /人 )

I FAX I__

催

援

王ヽ

後

一般社団法人日本木造耐火建築協会

国土交通省、林野庁、株式会社日本政策投資銀行、東北福祉大学

直結1分

どちらも参加 資料請求のみ  該当箇所に

■をお願い致します

設 計事 務所 ・建 設 会 社 ・そ の他 (


